
令
和
元
年
五
月
発
行

（第
四
十
七
号
）

東
北
大
学
関
東
艮
陵
同
窓
会

春
季
総
会
の
ご
案
内

薫
風
の
候
、
令
和
元
年
を
迎
え
、
会
員
各
位
に
は
、
益
々
ご
清
栄

の

こ
と
と
大
慶
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会
関
東
連
合
会
春
季
総
会
を
下
記
に

よ
り
開
催
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
万
障
お
繰
り
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
出
席
を
賜
り
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
総
会
で
は
、
特
別
講
演
を
大
野
曜
吉
先
生

（昭
和
５
３
年

卒
、
前
日
本
医
科
大
学
法
医
学
教
授
）
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

テ
ー

マ
は
、
「再
審
事
件
鑑
定
を
振
り
返
る
」

（講
演
要
旨
後
述
）

と
題
し
て
、
大
野
先
生
ご
自
身
が
体
験
さ
れ
た
ト
リ
カ
ブ
ト
事
件
や

松
橋

（ま

つ
ば
せ
）
事
件
な
ど
に
つ
い
て
、
貴
重
な
体
験
に
基
づ
く

ご
講
演
を
し
て
頂
き
ま
す
。

懇
親
会

の
ア
フ
タ
ー
デ

イ
ナ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
セ
ン
ト
モ

。
弦

楽
五
重
奏
団
　
一日
橋
明
先
生

（昭
和

５
３
年
卒
）
に
よ
る
皆
様
に
良

く
知
ら
れ
た
親
し
み
や
す

い
曲
、
Ｇ
線
上

の
ア
リ
ア
、
見
上
げ
て
ご

ら
ん
夜

の
星
を
、
北
国
の
春
、
翼
を
く
だ
さ

い
、
イ

エ
ス
タ
デ
イ
な

ど
の
曲
を
演
奏
し
て
頂
き
ま
す
。

青
葉
に
彩
ら
れ
た
風
董
（る
六
月
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た

総
会
に
な
る
も
の
と
思

い
ま
す

の
で
、
奥
様
は
じ
め
ご
家
族
の
皆
様

と
も
ど
も
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
皆

々
様
の
お
越
し
を
心

か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会
関
東
連
合
会
　
　
　
△
〓
長
　
　
押

田
茂
管
一

場 期

日
　
　
令
和
元
年

（２
０
１
９
年
）
六
月
十
五
日

（土
）

所
　
　
市
ケ
谷
私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
イ
ア

電
話
０
３

（３
２
６
１

，
９
９
２
１
）

Ｊ
Ｒ
３
地
下
鉄
市
ケ
谷
駅
か
ら
徒
歩
三
分

三
．
受
付
開
始
　
午
後
四
時
よ
り

四
、
総
　
△
〓
　
　
午
後
四
時
三
〇
分
よ
り
開
会

開
会
の
辞

会
長
挨
拶

経
過
報
告

各
役
員
報
告

。
そ
の
他

閉
会
の
辞

五
、
特
別
講
演
　
大
野
曜
吉
先
生

（昭
和
五
十
二
年
卒
）

「再
審
事
件
鑑
定
を
振
り
返
る
」

六
、
懇
親
会
　
　
午
後
六
時
よ
り
開
会

ア
フ
タ
ー
デ

イ
ナ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

高
橋
明
先
生

（昭
和
五
十
三
年
卒
）

セ
ン
ト
モ

。
弦
楽
五
重
奏
団

（詳
細
本
紙
四
面
）

七
、
会
　
費
　
　
会
員
　
　
　
一
〇
〇
〇
〇
円

ご
家
族
　
　
　
五
〇
〇
〇
円

（
一
人
）

八
、
出
席
申
込
み
　
同
封

の
振
替
用
紙
に
会
費
と
共
に
お
申
込
み

下
さ
い
。

九
、
年
会
費
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
〇
円

（令
和
元
年
分
）

（会
費
納
入
の
お
願
い
　
本
総
会
会
費
及
び
前
年
総
会
に
於
い
て
改

訂
さ
れ
た
年
会
費
金
五
千
円
の
ご
納
入
を
四
ペ
ー
ジ
記
載
要
領
に
て

お
願
い
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
振
込
手
数
料
は
不
要
で
す
）

関東民陵だより



春
期・

総
会
特
茅1

諾
演
抄
‐録

暮
客
事
件
鑑
定
を
派
り
返
る

人
野
曜
吉

昭
和
５
３
●

日
本
医
科
大
学
名
誉
教
授
（法
医
学
）

関
東
艮
陵
会
で
な
に
か
し
や
べ
れ
と
の

大
先
輩
押
田
茂
賞
会
長
の
ご
命
令
な
の
で
、

本
年
二
月
い
っ
ぱ
い
で
定
年
退
職
し
た
身

で
、
幾
分
か
余
生
を
楽
し
も
う
と
い
う
気
に

な

つ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
つ
た
が
、
ン
」う
し
て

何
を
し
や
べ
る
か
も
決
ま
ら
す
に
抄
録
だ

け
を
書
き
始
め
て
い
る
。　
生
ま
れ
は
埼
玉

県
浦
和
市

（現
さ
い
た
市
浦
和
区
）
、　
一
九

五
四
年

一
月
に
母
が
産
婦
人
科
を
開
院
し

て
い
る
そ
の
自
宅
で
出
生
し
た
ら
し
い
。

取
り
上
げ
た
の
は
や
は
り
医
師
で
あ
る
母

の
姉
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
小
学
校
高
学
年
よ

り
健
康
体
と
な
り
、
そ
の
後
は
中
学

・高
校

（埼
玉
県
立
浦
和
）
大
学
と
大
病
な
く
過
ご

し
た
。
大
学
５
年
の
こ
ろ
法
医
学
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
大
学
院
進
学
。
助
手
を
３
年
し

て
、
一
九
人
五
年
六
月
、
押
田
助
教
授
が
日

大
教
授
に
転
出
、
同
じ
く
し
て
琉
球
大
学
に

転
任
と
な
り
、
同
年
十

一
月
助
教
授
と
な

っ

た
。
翌

一
九
人
六
年
に
は
石
垣
島
で
の
出
張

解
剖
で
、
の
ち
の

「ト
リ
カ
ブ
ト
事
件
」
の

被
害
者
の
解
剖
に
遭
遇
す
る
。
こ
と
の
詳
細

は
出
口
で
一
冊
千
円
で
領
布
し
て
い
る
冊

子
を
参
照
に
さ
れ
た
い
（と
書
い
た
ら
押
田

会
長
か
ら
怒
ら
れ
、結
局
無
償
で
提
供
す
る

の
で
完
全
に
赤
字
）。
沖
縄
で
は
刺
創
の
解

剖
例
が
多
か
つ
た
。
前
任
の
助
教
授
は
多
開

し
た
創
の
長
さ
と
幅
し
か
測
っ
て
い
な
か

っ
た
の
だ
が
、創
縁
を
接
着
し
て
測
定
す
る

こ
Ｌ
を
押
田
助
教
授

（当
時
）
か
ら
叩
き
こ

ま
れ
て
い
た
の
で
、
創
の
長
さ
と
幅
か
ら
真

の
創
長
を
導
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Ｃ
言
語
を
使

用
）
を
作
っ
て
英
文
論
文
に
し
た
。
こ
の
頃

だ
っ
た
と
思
う
が
、
刺
創
に
お
け
る
押
し
下

げ
現
象
な
る
も
の
が
い
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
だ
ろ

う
か
と
、
当
時
か
ら
疑
間
に
思
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
が
実
は
今
回
紹
介
す
る
松
橋
事
件

の
再
鑑
定
へ
と
つ
な
が
つ
て
い
る
。

琉
球
大
学
に
五
年
間
お
世
話
に
な
っ
た

後
、
押
田
教
授
の
主
宰
す
る
日
本
大
学
に
転

任
し
た
。
一
部
の
法
医
学
会
の
重
鎮

（某
旧

帝
大
）
か
ら
は

「な
ん
で
国
立
か
ら
私
立
に

同
じ
助
教
授
で
移
る
ん
だ
！
」
Ｌ
の
お
叱
り

の
一基
音
を
い
た
だ
い
た
が
、
別
の
重
鎮

（私

大
）
か
ら
は

「埼
玉
出
身
な
ら
わ
か
る
よ
」

と
い
っ
て
い
た
だ
い
た
。
日
大
で
は
二
週
間

に
一
回
教
授
会
が
開
か
れ
、
助
教
授
の
代
表

も
参
加
す
る
習
わ
し
だ
っ
た
。
着
任
早
々
そ

の
代
表
に
さ
せ
ら
れ
た
。
当
時
、
光
が
丘
病

院
（医
師
会
な
ど
で
地
域
病
院
と
し
て
運
営

さ
れ
て
い
た
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
つ
た
）
に

つ
い
て
、
日
大
が
分
院
と
し
て
引
き
取
る
こ

と
に
な
っ
た
。
各
医
局
か
ら
定
員
増
な
し
に

人
員
を
送
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
「近
々
の

定
員
増
が
望
ま
れ
る
」
と
の
助
教
授
会
と
し

て
の
意
見
を
陳
述
し
た

（怖
い
も
の
知
ら

ず
）。
教
授
会
の
後
、
微
生
物
の
小
野
教
授

（東
北
大
卒
）
か
ら
「あ
れ
は
正
論
で
あ
る
」

と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
私
立
大
学
の

場
合
に
は
、
ま
ず
経
営
と
い
う
問
題
が
あ
り
、

研
究
・教
育
労
働
条
件
な
ど
は
え
て
し
て
後

ま
わ
し
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
東
北
大
学
は

「研
究
第

一
主
義
ご
と
い
わ
れ
、
私
学
と
の

大
き
な
違
い
で
あ
り
、
私
学
か
ら
見
る
と

「親
方
日
の
丸
」
で
楽
で
す
ね
と
な
る
。
し

か
も
、
東
北
地
方
に
強
大
な
ラ
イ
バ
ル
校
は

な
い
、
な
ど
と
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
東
北

大
の
赤
石
名
誉
教
授
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
。

弘
前
大
学
に
教
授
と
し
て
行
っ
て
く
れ

と
い
う
の
で
あ
る
。
仙
台
で
十
三
年
、
沖
縄

で
五
年
、や
っ
と
十
八
年
ぶ
り
に
故
郷
に
帰

っ
て
き
た
の
で
こ
れ
は
困
つ
た
と
思
っ
た
。

断
わ
る
た
め
に
は
ど
こ
か
別
の
大
学
を
考

え
て
い
る
、
と
い
う
し
か
な
い
。
日
本
医
大

も
弘
前
大
と
同
時
に
定
年
に
な
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
た
の
で
、
日
本
医
大
に
ア
プ
ラ

イ
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
、
と
伝
え
、
私

の
弘
前
行
き
を
断
念
し
て
い
た
だ
い
た
。
の

ち
に
、
弘
前
大
の
某
基
礎
系
教
授
が
日
本
医

大
に
転
任
し
て
き
て
、
大
学
の
選
択
は
単
に

国
立
優
位
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
い
と
気

が
付
い
た
。
私
の
日
本
医
大

へ
の
ア
プ
ラ
イ

も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
間
違
い
で
は
な
か
つ

た
と
い
う
わ
け
だ
。
日
本
医
大
に
は
学
内
に

候
補
者
が
お
ら
ず
、
学
外
者
三
名
で
の
選
考

と
な
っ
た
。
某
旧
帝
大
助
教
授
が
過
去
の
学

生
運
動
か
な
に
か
が
影
響
し
て
脱
落
、主
任

教
授
会
で
の
二
名
の
投
票
と
な
っ
た
。
１
４

話
９
で
一
番
若
い
私
が
選
出
さ
れ

一
九
九

二
年
二
月
か
ら
赴
任
し
た
。

学
長
は
菊
池
吾
郎
先
生
で
東
北
大
医
化

学
教
授
を

一
九
人
三
年
定
年
退
職
さ
れ
て

母
校
の
学
長
を
さ
れ
て
い
た
。
「大
野
君
困

っ
た
よ
、
給
料
が
国
大
よ
り
少
な
く
な
る
。

つ
い
て
は
赴
任
手
当
を
出
す
こ
と
に
し
た
」

こ
う
な
る
と
、
や
は
り
国
立
の
方
が
恵
ま
れ

て
い
る
。
琉
球
大
学
で
は
、
一
カ
月
に

一
度

本
土
と
往
復
出
来
る
程
度
の

「僻
地
手
当
」

が
つ
い
て
い
た
。
弘
前
大
で
も
寒
冷
地
手
当

が
つ
く
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も
解
剖
施
設

の
新
設
は
お
ぼ

つ
か
な
い
。
と
も
あ
れ
そ
の

よ
う
に
し
て
そ
の
後
、
一
一十
六
年
十

一
カ
月

の
日
本
医
大
で
の
教
授
生
活
が
始
ま
る
こ

と
と
な
る
。

一
九
九
七
年
九
月
、
殺
人
事
件
の
再
審
請

求
を
目
指
す
弁
護
団
か
ら
，
開
示
さ
れ
た
被

害
者
の
着
衣
の
損
傷
の
記
録
と
解
剖
所
見

と
の
比
較
検
討
を
依
頼
さ
れ

熊
本
地
検
に

赴
い
た
。
熊
本
県
出
身
の
講
師
と
二
人
で
約
　
　
２

四
時
間
か
け
て
下
着
二
枚
と
徳
利
セ
ー
タ

ー
に
見
ら
れ
た
損
傷

含
型

の
記
録
を
行

っ

た
。
こ
の
こ
と
が
、
今
年
二
月
の
再
審
無
罪

確
定

（松
橋
事
件
）
に
つ
な
が
つ
た
。
本
講

演
で
は
、
本
件
に
つ
い
て
時
間
の
許
す
か
ぎ

り
、
紹
介
し
た
い
。

＊
大
野
曜
吉
先
生
　
略
歴

昭
和
５
３
年
３
月
　
東
北
大
学
医
学
部
卒
業

同
５
７

・
４
同
大
学
医
学
部
法
医
学
教
室
助
手

同
６
０

ｏ
６
　
琉
球
大
学
助
手
法
医
学
教
室

同
６
０

ｏ
ｌ
ｌ
同
大
学
助
教
授
法
医
学
教
室

平
成
２
年
６
月
　
日
本
大
学
医
学
部
助
教
授

同
４

・
５
　
　
日
本
医
科
大
学
教
授

（法
医
学
教
室
主
任
）

同
１
９

・
３
　
同
大
学
定
年
退
職

同
１
９

・
４
　
日
本
医
科
大
学
名
誉
教
授

大野曜吉発生
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催
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９
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毎
年
恒
例
と
な
っ
た

『
関
東
艮
陵
若
手

△
こ
が
平
成
二
十

一
年
二
月
九
日
、
飯
田
橋

駅
に
あ
る
居
酒
屋
北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
。

総
会
も
含
め
、
平
成
卒
の
人
集
め
に
苦
労
す

る
中
で
、
平
成
卒
１
２
人
を
含
む
、
総
勢
２

４
名
で
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

和
や
か
に
集
合
し
た
若
手
会
の
先
生
方

現
役
の
教
授
や
准
教
授
も
７
名
集
ま
り
、
卒

業
し
た
て
の
研
修
医
や
大
学
院
生
に
、
研
究

や
臨
床
の
苦
労
や
面
白
さ
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
て
、若
手
会
創
設
の
意
味
の
あ
る
会

と
な
っ
た
。

出
席
者
は
平
成
２
７
年
石
田
啓
之
、
鈴
木

瑛
梨
、
林
高
大
、
岩
瀬
遼
、
平
成
１
３
年
青

木
吉
嗣
、
青
木
美
砂
子
、
平
成
９
年
平
井
弥

夫
、
平
成
７
年
前
田
寿
美
子
、
平
成
５
年
櫻

井
淳
、
小
椋
真
佐
子
、
平
成
３
年
北
田
志
郎
、

平
成
２
年
平
野
浩
二
、
昭
和
６
３
年
植
松
史

行
、
柳
澤
隆
昭
、
昭
和
６
１
年
千
田
雅
之
、

鈴
木
尚
子
、
昭
和
６
０
年
矢
内
充
、
昭
和
５

９
年
岩
瀬
光
、
安
田
宏
、
金
生
由
紀
子
、
昭

和
５
１
年
飯
野
正
光
、
昭
和
４
２
年
押
田
茂

管
（、
押
田
翠
、
昭
和
３
６
年
荒
井
他
嘉
司
、

の
諸
先
生
で
あ
る
。
来
年
の
再
会
を
期
し
て
、

お
開
き
と
な
っ
た
。
（文
責
　
岩
瀬
と

¨
女
性
医
師
部
会
　
　
　
　
　
一

一　
　
　
議
演
後
の
感
想
　
　
一

　̈
　
落
合
博
子

７
茂
３
年
こ

¨

一
　
独
立
行
政
法
人
国
主
病
院
機
構

一

一　
東
京
医
碁
セ
ン
タ
ー
形
戌
外
科
　
¨

去
る
２
０
１
８
年
７
月
７
日
、
関
東
艮
陵

同
窓
会
・女
性
医
師
部
会
で
コ
思
外
と
身
近

な
形
成
外
科
」
と
題
し
て
講
演
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
は
、
１
９
９
４
年

か
ら
東
京
で
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
東

北
大
学
時
代
の
知
人
と
連
絡
を
取
る
こ
と

が
な
く
、当
然
関
東
艮
陵
同
窓
会
と
も
縁
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
２
０
１

８
年
３
月
に
期
せ
ず
し
て
会
長
の
飯
野
ゆ

き
子
先
生
か
ら
お
電
話
を
い
た
だ
き
、北日
中

を
押
し
て
頂
い
た
気
持
ち
で
僣
越
な
が
ら

講
演
を
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

形
成
外
科
と
は
、
「異
常
」
と
な
っ
た
部

位
の
外
貌
や
機
能
を
治
し
て
社
会
復
帰
を

助
け
る
医
学
で
す
。
歴
史
は
浅
い
で
す
が
、

基
本
的
な
切
開
縫
合
や

マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ

ャ
リ
ー
の
技
術
を
用
い
た
軟
部
組
織
形
成
、

先
天
性
疾
患
の
形
成
，
語堅
壼
顎
顔
面
形
成
の

他
、
眼
瞼
周
囲
疾
患
や
リ
ン
パ
浮
腫
な
ど
を

扱
う
領
域
は
広
く
、実
は
気
に
な
る
「身
近
」

な
疾
患
を
扱
っ
て
い
る
事
を
、
写
真
を
呈
示

し
な
が
ら
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

追
加
し
て
、
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
ぁ
る
森

林
医
学
の
話
題
も
ご
紹
介
致
し
ま
し
た
。
話

題
途
中
で
、東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
の
形
成
外

科
医
５
名
は
全
員
女
性
で
そ
の
う
ち
３
名

は
小
さ
い
子
供
が
い
る
こ
と
、皆
手
術
を
含

む
診
療
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
事
を

お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、多
く
の
方
か
ら
嬉
し

い
反
応
を
い
た
だ
き
、
励
ま
さ
れ
る
思
い
が

致
し
ま
し
た
。

お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
で
は
、今
回
は
飯
野

先
生
の
お
計
ら
い
で
会
場
が
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
東
京
に
な
っ
た
そ
う
で
、
華
や
か
な
空
間

で
美
味
し
い
お
食
事
を
い
た
だ
き
、
優
雅
な

ひ
と
時
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
先
生
方
は
様
々
な
分
野
の

第

一
戦
で
活
躍
さ
れ
て
い
て
、
次
々
と
私
の

知
ら
な
い
世
界
の
話
が
飛
び
出
し
て
、
東
北

大
学
の
底
力
を
再
認
識
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
じ
形
成
外
科
の
仲
間
が
い
た
り
、
後
輩
と

再
会
で
き
た
り
、
近
く
に
同
窓
生
の
先
生
が

住
ん
で
い
た
り
、
と
嬉
し
い
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
ン」
の
度
は
貴
重
な
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
本
当
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
ン」
の
場
で
の
出
会
い
が
今
後

の
交
流
に
つ
な
が
つ
て
い
く
こ
と
を
楽
し

み
に
、
今
後
も
関
東
艮
陵
同
窓
会
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

Itt I t ta r a a I I I tf at a tt t a I t t a a I i t a a aa I I I r I I I I i

箋

一士

一回

関
東
艮
陵
同
窓
会

女
性
医
師
部
会
　
定
例
部
会

部
会
長
　
飯
野
ゆ
き
子

（昭
和
４
９
年
卒
）

開
催
の
ご
案
内

日
　
時
　
令
和
元
年

（２
０
１
９
年
）
七
月
六
日

（土
）

午
後
五
時
三
十
分
よ
り

（五
時
よ
り
受
付
開
始
）

場
　
所
　
　
　
外
国
人
記
者
ク
ラ
ブ

〒
Ｈ８
１
８
８
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
３
１
２
１
３
丸
の
内
二
重
橋
ビ
ル
５
階

一申出事一
田
　
　
一〇
∞
　
　
（∞
Ｎ一｝
【
）
　
∞
【
〔）Ｈ
　
　
「
席
】Ｘ
　
の）∞
　
　
（∞
Ｍ一い
い
）
　
∞
Ｈ
〔慈
〕

講
　
演
　
　
　
「日
本
の
臨
床
研
究
の
現
状
」

東
京
大
学
医
学
部
付
属
病
院
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

講
師
　
坂
中
千
恵
先
生

（昭
６
２
年
卒
）

費
　
　
　
金

一
万
円

ム
〓

tl
.l
Itttttttattattttttratttratttttattltrttatttr
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７
７
タ
ー
テ
ィ
ナ
ー

コ
ン
サ
Ｊ
卜
♪
♪

演
奏
ノ
ー
ト

高
橋
　
明

（昭
和
５
３
年
キ
）

こ
の
度
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
く
４
６
年

入
学
、
５
３
年
卒
業
の
高
橋
明
と
申
し
ま
す
。

私
は
大
学
卒
業
後
初
期
研
修
を
東
京
で
行

い
、
昭
和
４
８
年
鈴
木
二
郎
教
授
率
い
る
脳

神
経
外
科
に
入
局
し
ま
し
た
。
脳
血
管
内
治

療
を
専
攻
し
、大
学
院
重
点
化
後
の
平
成
１

０
年
に
東
北
大
教
授
に
な
り
、
２
０
１
６
年

（平
成
２
９
年
）
に
自
己
退
職
い
た
し
ま
し

た
。
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災

地
に
音
楽
を
届
け
る
活
動
に
携
わ
り
、立
日楽

の
力
を
確
信
。
学
生
や
知
人
の
社
会
人
と

共
に
歩
み
隊

（ゴ
ン
ト
モ
）
を
結
成
し
、

避
難
所
や
仮
設
住
宅
を
訪
問
、
演
奏
、
お
話

な
ど
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
更
に
各
地

（

海
外
を
含
む
）
で
そ
の
地
域
の
音
楽
家
と
震

災
の
話
と
演
奏
を
届
け
る
ゴ
ン
ト
モ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

（が
一一も
∽
一ヽ

”ヽ
Ｆ
い『
”
∽ゆ
Ｑ・モ
】Ｘ
∽
【け
①＼
〇〇日
・∞〇

”―
一０
日
Ｏ
）

ま
た
ゝ
２
０
１
５
年
５
月
２
４
日
に
は
第

５
回
１
０
０
０
人
の
チ
エ
ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト

の
仙
台
で
の
開
催
を
準
備
、
無
事
成
功
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（〓
けけも
∽
＼̈＼
【〇〇〇
〇
〇｝】〇
・く
０・＼い
けゴ
・Ｆ
けヨ
一）

こ
れ
ら
の
活
動
を
併
せ
て
様
々
な
復
興
支

援
の
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

最
近
で
は
倉
敷
市
真
備
町
に
て
の
日
本
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
学
会
の
支
援
活
動
に
も
注

力
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
震
災
復
興
支
援
の
活
動
に
取

り
組
む
中
で
、
土
日
楽
の
力
を
本
当
に
発
揮
す

る
た
め
に
は
、立
日楽
に
つ
い
て
極
め
る
必
要

が
あ
る
と
自
覚
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

６
３
歳
か
ら
の
音
大
生
活
を
洗
足
学
園
音

学
大
学

（神
奈
川
県
川
崎
市
）
で
始
め
る
よ

う
に
な

つ
た
の
で
す
。

詳
細
は
次
の
「
器
多
８
澪

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（Ｆ
一
けｏ
■
＼
＼起ヨ
ミ
「ｏ
ｏ
①σ
ｏ
ｏ
Ｆ
ｏｏヨ
＼ｏ
∞

庁
”
『
∞つ
ＯＯ
”
Ｑ”
い　
ヽ
）

洗
足
音
大
入
学
と
同
時
に
学
生
ク
ラ
ブ
（洗

足
学
園
共
に
歩
み
隊
＝
セ
ン
ト
モ
）
を
作
り

自
然
災
害
に
学
び
、
大
学
や
自
ら
が
出
演
す

る
コ
ン
サ
ー
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、
直
接

音
楽
を
市
民
に
届
け
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を

目
的
に
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回

の
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
活
動
の

一
部
と
し
て

参
加
し
て
い
る
、
す
べ
て
洗
足
学
園
音
楽

大
学
弦
楽
器
専
攻
の
学
生
で
す
。

＊
演
奏
者
　
洗
足
学
園
音
楽
大
学
生
ｏ
内

は
２
０
１
９
年
度
の
学
年
　
＊
第

一
ヴ
ア

イ
オ
リ
ン
　
松
本
志
弦
音

（し
お
ん
）
（２
）

＊
第
ニ
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
山
下
智
史

（さ
と

し
）
（２
）
＊
ヴ
イ
オ
ラ
山
本
里
真

（り
ま
）

（２
）
＊
　
チ

エ
ロ
高
橋
明

（４
）
＊
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
　
ユ馴
山
み
な
も

（４
）

＊
演
奏
曲
目
　
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア

見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
　
北
国
の
春

翼
を
く
だ
さ
い
　
イ
エ
ス
タ
デ
イ

ボ

ヘ
ミ
ア
ン
ラ
プ
ソ
デ
イ

ふ
る
さ
と

（皆
さ
ん
で
歌
い
ま
し
ょ
う
）

曲
目
は
当
日
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

枚
友
会

（東
北
大
学
会
学

同
窓
会
か
ら
）
お
帰
ら
せ

林
　
永

（昭
４
１
卒
）

関
東
萩
友
会

【
関
東
地
区
の
支
部
同

窓
会
。
会
長

¨
大
槻
幹
雄

（工
学
部
）。

＊
年

一
回
関
東
支
部
総
会
。

今
年
の
関
東
交
流
会

・
講
演
会

日
時

・
令
和
元
年
６
月
３
０
日

（日
）

１
３
時
３
０
分
～
１
７
時
２
０
分

場
所

。
東
京
駅
サ
ビ
ア
タ
ワ
１
５
階
¨

昨
年
の
参
加
者
数

¨
約
４
８
０
名

講
演
会
演
者
（予
忠

①
　
吉
田
浩
教
授
（経
済
学
研
究
科
）

少
子

。
高
齢
社
会
の
経
済
分
析
、

公
共
部
門
の
経
済
学

「２
０
４
５

年
問
題
を
考
え
る
」
他

②
　
押
谷
仁
教
授

（医
学
系
研
究
科

感̈
染

症
、
ウ
イ
ル
ス
研
究
）
「国
境
を
超

え
る
新
た
な
感
染
症
～
エ
ボ
ラ
や

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
な
ど
の
脅
威
に
ど
う
対

応
し
た
ら
い
い
の
か
～
」

親
睦
会

一
会
場

サ̈
ビ
タ
ワ
１
５
階
５
０
３

１
７
時
３
０
分
か
ら
１
９
時
ま
で

会
費
　
６
０
０
０
円

昨
年
の
参
加
者
数
約
１
３
０
名

年
会
費
値
上
げ
と
払
込
方
法

昨
年

（平
成
３
０
年
）
６
月
の
関

東
艮
陵
同
窓
会

・
総
会
に
於
い
て
新

年
度

（平
成
３
１
年
４
月
）
か
ら
年

会
費
が
増
額
し
て
金
５
０
０
０
円
に

決
定
し
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
関
東
艮
陵
だ
よ
り

第
４
７
号
に
同
封
の
〒
振
込
票
に
て
、

お
振
込
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
度

の
新
し
い
〒
振
込
票
傘
少線
枠
）
は
、

振
込
料
が
無
料
で
す
。

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会

関
東
連
合
会
東
京
支
部

〒

２

４

７

１
０

０

７

２

神
奈
川
県
鎌
倉
市
岡
本

二

‐
二

‐
一
‐
七
〇
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
＆
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
四
六
七

（四
五
）
〇
二
人
七

「関
東
艮
陵
だ
よ
り
」
第
４
７
号

令
和
元
年

（２
０
１
９
年
）

五
月
発
行

4

松本、山本の皆さん。(セ ントモ)

左から 山下、前山、高橋、
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